都市における生鮮食料生産の多面的意義 by 古在, 豊樹 & KOZAI, Toyoki
9 9 4.
都市における生鮮食料生産の多面的意義
古在豊樹＊
〔キーワード〕：都市農業機能性植物，農耕文化
都市，必須投入資源，農村人口
1.はじめに
日本の都市における農業の現状（農地・農業就業
者•生産額の動態など），多面的機能（生産，環境
保全，防災，レクリエーション，市民農園，コミュ
ニティー，教育など），法律（都市計画法，農業振
興地域整備法など）・税制などに関しては，数多く
の識者により報告され，また都市の農地・農業・緑
地のあり方や解決すべき課題が論じられている（た
とえば，進士 2003，蔦屋 2005，樋口 2008，東 2011).
本稿では，都市の住民が消費する生鮮食料 1)を都
市で生産することの意義を，①都市への有用資源流
入と都市からの劣化資源排出，②都市での植物生産
による資源内部循環，③輸送に伴う CO2排出（すな
わち，石油資源消費），④都市に適した植物生産方
式，⑤都市住民の生活の質の向上，およぴ⑥都市に
おける農業以外の諸活動との関係などに留意しつ
つ考察する（古在 2014).
とは言いながら，本稿で上述の全体像を定量的に
論じるには数値データの種類と量が不足している．
それゆえに，多くの議論は，論理的・定性的側面に
限定されている．さらに，植物由来の生鮮食料に記
述がほぼ限定され，魚介類・きのこ類由来の生鮮食
料に関する記述が不十分である．今後，本稿が，食
料・資源・環境に関わる 3すくみ問題 (trilemma)
全体を謡論するための広範な LCIA(life cycle 
inventory assessment)研究および都市住民の生活の
質の向上のためのライフスタイルの変革に関わる
「都市における自然との共生」研究が促進される契
機の 1つになれば幸いである．
・千葉大学名誉教授 (Toyok;Ko,ai) 
’'野菜，果実，きのこ類，魚介類などのうち，新鮮さが要求され
る食料．肉も含める場合があるが，本稿では含めない。生花は含
まれることがあるまた，冷蔵（O℃程度）食料は含めるが，冷凍
（マイナス20℃以下）食料は含めない．生鮮食料が生鮮食料品（生
鮮食品と同義）となる．
2.世界および日本における
，都市人口と農村人ロ・農業就業人口の年次推移
世界人口は 2015年では約 72億人， 2050年には
90~95億人に増加すると予測されている．他方，農
村人口 2)は2015年では約 32億人， 2050年には約
27億人に減少すると予測されている（図 l)．つま
り， 2050年には， 2015年と比較して 5 (~32-27) 
億人少ない農村人口で， 25-28億人増加し 63~68
億人に達する都市人口の食料のほとんどを供給す
ることが求められる．この農村人口減少下で増大す
る都市人口の食料を省資源・環境保全の制約下で供
給するには，関連システムを含めた構造変革が必要
となろう．
一方， 日本の都市人口割合は， 2010年は 67％で
あり， 2030年には 69％になると予測されている（国
立社会保障・人口問題研究所， 2012). 2010年以降
2050年まで，総人口と農業就業人口は共に減少し続
ける（図 2).そして，欧米のいわゆる先進国と同様
に，総人口に対する農業就業人口（農業を主たる仕
事とする者の人口）の比率は2％以下である（図2)．
さらに，日本における農業就業人口は 2015年から
の35年間でほぼ半減し，その間に 65歳以上の比率
が約 60％から約 70％に上昇すると推定される（図
3)．このような状況下では，今後も都市と農村と分
けて論じることの意義を見直し，さらには都市およ
ぴ農村の再定義と再構築が検討されるべきであろ
う．
3.資源と環境の制約下における
食料の生産，加工・流通・消費のあり方
今後の食料の生産・加工・流通・消費に関しては，
石油系資源，水資源，肥料（特にリン肥料 3)）資源，
原子力資源および優良耕地の世界的な不足または
価格上昇と環境保全の制約 (CO2排出量削減，減農
薬およびチッソ・リン施肥量削減など），さらには
市民の健康志向（生活の質の向上）を十分に考慮す
2'人口密度が500人／km2以下の市町村の総人口
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図 l 世界的に減少が進む農村人口は、増大する都市人口の食料を提供し続けられるのか？ （世界銀行発
行資料を改変）
（万人）
14000 
12000 
10000 
8000 
6000 
4000 
2000 
゜
12,660万人
2010 2015 2020 2030 
西暦年
2040 2050 
図2 日本における総人口と股業就業人口の推移
日本の将来人口推計 (2013年版高齢社会白書）
る必要がある（囮 4)．すなわち，少蓋の石油系資源・
水・肥料および狭い土地で環境保全的に良質の食料
を生産する必要がある．さらには，食料の生産に関
’’リンは，チッソ，カリウムと共に，肥料3大要素の 1つである．
化学肥料として販売されているリン肥料は，鳥の糞が何万年も堆
積して形成されたリン鉱石から製造されている（石油から製造さ
れたものではない）．世界で採掘されたリン鉱石の約80％はリン
肥料として使われている． リン鉱石採掘量の 2/3は，アメリカ，
中国，モロッコの 3国で占められる． 日本はリン鉱石の全量を輸
入している．近年，枯渇の懸念から価格が上昇し，再利用技術の
開発が進められている．他方，田畑に施用されたリン肥料のうち，
実際に植物に吸収される比率は5~25％で，この比率は土地而積当
たりの施用量の増大とともに低くなる（西尾， 2005)．吸収され
ないリン肥料は．土壌中に残存するか，あるいは地下水，河川に
流出し環境汚染質となる．
してだけでなく，加工・流通・消費・食品残澄処理
の過程における省資源と環境保全にも十分な考慮
が求められる．加えて，世界的に見ると，生産され
た食料の約半分が人問の口に入ることなく破棄さ
れている事実およびその拝見に留意すべきである
（クロイツベルガー・トウルン 2013).
4.都市への有用資源の搬入と
都市からの劣化資源の排出
都市には食料，石油系エネルギー（天然ガスなど
を含む化石燃料）・電気エネルギー，上水，物品・
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図4 世界人口の増大および股村人口の減少と高齢化が進む中で，省資源
的・環境保全的に建康的な食料を提供するシステムとは？
農水産物のほとんどを都市外で生産し，都市は消飛するだけという
従来の構図を今後も続けて良いのだろうか？
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図3 日本の股業就業人口およびその 65歳以上（下）
/65歳以下（上）の人口
松久勉 (!992)農業総合研究 46(2)の 2020
年までの推計を 2050年まで外挿
資材などの有用資源が日々流入している（図 5)4) 
た，流入する物品・電気エネルギーの多くは石油系
資源を用いて製造され，その製造現場でCO2（二酸
化炭素）が排出されている．さらに，これらの資源
を原産地あるいは生産地から都市に運搬するため
4'例えば， 2011年において，東京都は，一人あたり一日当たり換
算で，およそ、 300リットルの水道水， 150kWhの電力量 (40W
の蛍光灯250本を 15時間点灯），大気圧下で 100リットルの都市
ガスを消費し， 10kgのco,を排出している．
に，石油系エネルギー，車輌・飛行機，人員および
物品が投入されている．加えて，この運搬を担う車
輌と人員の往来が，都市およびその近郊における交
通渋滞と道路の劣化を引き起こす一因となってい
る．
他方，都市からは，生ゴミ， CO2，下水，熱エネ
ルギー，廃棄物などの劣化資源が排出されている
（図 5)．環境省と農水省の調査では，日本では，年
間で約 I,900万トンの生ゴミが排出されている．こ
の生ゴミ量は一般鹿棄物排出量約5,200万トンの約
37％を占める．食品包装に使用された容器包装廃棄
物と紙類廃棄物を加えると，両者の廃棄物の合計は
50％を超えると思われる（京都市環境局のホーム
ページ）．また，それらの廃棄処理および再利用
に有用資源を消黄している．
したがって，今後，都市住民の生活の質を向上さ
せつつ，都市への有用資源投入量を削減し，また都
市からの劣化資源排出量を削減することが求めら
れる．なお，都市住民の生活の質は，上述の投入最
と排出批の削減だけでは向上せず，都市全体の生活
文化の質の向上のためのライフスタイルの変革が
必要とされる．
都市はもとより半人工的，半自然的な空間である
が，都市住民の文化の質の向上には，都市およびそ
の住民が反自然的・脱自然的ではなく，都市での自
然との共生，資源循環・化石資源低投入および多様
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な生態系と生産システムの存在が必要とされてい
る．他方，農村での生活の質の向上には，都市で多
用されている高度な情報利用システムや節電•発
電・菩電システムの海入が必要とされている．
5.都市から排出される劣化資源は
植物成長のための必須資源
植物が種子または苗から光合成により成長する
ための必須資源は，光エネルギー，水， CO2（二酸
化炭素），肥料および適切な温度（加熱／冷却）だけ
である（図 6)（古在 2009)．農地生態系において微
生物は本質的に重要な役割を演じているが，植物成
長そのものの必須資源ではない．上述の 5種の必須
資源は，光エネルギーを除いて，都市から放出され
る劣化資源でもある（図 5)．たとえば，人間，きの
こ，魚介類，動物は02を吸収し CO2を排出するが，
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回7 植物は CO2を吸収し， 02を排出しながら成長する．逆に，
人間は02を吸収し， CO2を排出している．きのこ，魚な
ども人間と同様．生物の生存に必須な水は，生活排水な
どを，植物の吸水・蒸散作用と微生物機能で浄化しつつ
循環させて利用することが可能．
表1 都市内での生鮮食料生産により輸送の距雖と時間が短縮されることによる利点または欠点
番号 ・ 利点または欠点
l 輸送に必要な，車輌，飛行機，船数とその移動エネルギーおよびその他の包装・冷蔵資源の
梢毀拭が削減される
2 喩送に伴う大気へのco,排出飛とゴミの址が削減される
3 ，1愉送中の食品の鮮度低下，品質低下，損傷品率を軽減できる
4 輸送車語の数が減少し，道路の渋滞と劣化が軽減される．輸送のための人員の数が減少し，
交通批が減少する．輸送関連の就業者数は減少する．
5 上述の 1~4による輸送コストが削減され，また販売される食品の質が向上する．
6 都市内で排出される劣化資源が植物成長の必須資源として利用され，資源の都市内循牒が生
じる（本文参照）．
7 都市の住民が食料生産の現場を観察，体験することにより1農業への理解・関心が深まる．
8 生鮮食料生産腺連の就業者数が増える．
9 都市政策と市民のライフスタイルの変換が求められ！財政投資が必要である．
植物はCO2吸収し 02を排出する（図 7)．すなわち，
両者は相補関係にある．結果的に，都市内で植物を
成長させると都市で排出される正味の CO2批は，植
物が吸収した正味の co2:lJ;だけ減少する．
を生産することにより， co,,水，肥料，熱エネル
ギーの都市内での循環が生じる．この資源循環は都
市全体の省資源・環境保全の点から，今後，定菰的
な考察を行うのに値する．さらに，都市内での食料
生産は都市の非常時における食料安全保証水準を
向上させる．都市では，太陽光エネルギーの利用に
加えて，夜間の余剰電力を人工光型植物工場で植物
生産に利用することもできる．
飲用には適さない下水および河川水は，毒性のあ
る重金屈などの不適切な成分を含んでいなければ，
植物のかん水には用いることができる．根から吸収
された水は茎業内の導管を通じて葉から蒸散され
る．その蒸散水（水蒸気）を結露させて回収すれば，
飲料水に準じた上水が得られる（人工光型植物工場
では，かん水批の 90％以上，蒸散水の 95％程度が
回収される） （古在 2011).
ゴミを微生物で分解して堆肥化すれば肥料にな
る．排熱は冬季の暖房熱源および植物体残澄や生ゴ
ミなどの乾燥熱源になる．すなわち，都市内で植物
6.生鮮食料の輸送に伴う品質劣化と
食品損傷の抑制のための資源投入
野菜，きのこ，小型魚介類などの生鮮食料を都市
で生産することにより，生産地と消贄地の距離また
は輸送時間が短縮することの意義は大きい（表 I).
鮮度維持の点からは輸送時間の短縮と輸送中の像
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み（キズ）の軽減は重要である．生鮮食料のほとん
どは含水率90％以上の「生き物」であることから，
時間経過と共に品質が劣化しやすい．生鮮食品の品
質劣化の主な原因は，①物理的圧迫・振動による細
胞・組織の損傷や破壊，②付着している微生物（細
菌，カビなど）の繁殖による腐敗の進行，および③
食品（収穫後の食料を以下では食品と呼ぶ）の呼吸
やそのほかの化学的代謝である．
微生物の繁殖を最小限に抑えるには，①微生物の
侵入を招くキズを最小限にする，②搬送開始時の食
品の微生物密度を低くする，③搬送中の食品の温度
を低く（葉もの野菜では 0~2℃以下）保つ，および
④搬送時間を短くする，の 4点が必要である（図 8).
なお，品質劣化は，プラスチック・フィルム製の袋
の中の O2ガス涙度を 3％程度に低くすることでも
抑制し得る．特定の野菜・果物では，包装袋内のエ
チレンガス濃度を低く維持することが品質維持に
A=A。 •e k・t 
有効であるとはいえ，いずれの方法も一定最の化
石系資源の投入が必要であり，コスト上昇の要因に
もなる．
7.都市における生鮮食料生産の利点と問題点
消費地である都市で生鮮食料を生産すれば，①輸
送時間が短縮され，②物理的圧迫・振動によるキズ
が軽減し，③微生物増殖が抑制されるので，品質劣
化が抑制され，同時に，④輸送に伴う各種の資源・
エネルギー量が削減され，⑤環境汚染質の排出倣が
削減され，同時に⑥食料生産地域と都市のをつなぐ
道路の交通飛が抑制される（図 9).
栽培に肥沃で広い農地が必要なコメ，コムギ，｝
ウモロコシ，ジャガイモなどの主食作物の経済的生
産は都市では不適である．しかし，狭い面積で集約
的に生産することが可能で，かつ鮮度が高くi胄浄で
あることが付加価値を高める生鮮食料の都市内で
増殖（輸送）時間(t)
増殖速度(A)~ー一寸相対増殖速度(k)
相対増殖速度(k)は，温度， ＼初期の微生物生息密度(A。)
食品表面の濡れとキズおよ
び成分組成などで変化する．
図8 生鮮食品の品賀低下に影怨する微生物の指数関数（複利計
節）的な増殖速度 (A)を表す数式 (A=A。 •eK・＇）
生鮮食品中の微生物の増殖速度を低く維持するには，増殖
時間（輸送時間）を短縮し，また，微生物の初期密度と相
対増殖速度を低く抑える必要がある．
co2，汚水，生ゴミ，各種廃棄物・汚染物のおよび熱エネルギーの排出
図9 都市（消殺地）で生鮮食料を生産することにより、プロセス全体の省資源・環境保全・商品ロス
削減が大幡に進む
重枇物であり，また（筋みやすい生鮮食料（含水率 90%）の長距離冷蔵輸送は石油資源を多址
に消費し，CO2を多最に排出することを考廊して，生産から消費までを含めた， LCIA(Life Cycle 
Inventory Assessment)などの他，地域内狡源循環と市民の生活の質を考胞した検証が必要とさ
れる．
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の生産は，省賓源・資源内部循環・喋境保全的な意
義だけでなく，産業的に成立し得る．生鮮食料とし
てのきのこ類，小型魚介類，および弱い人工光下で
も短期間に成長する莱もの野菜は，建物内，日陰地，
荒地，屋上などで生産可能なのであり，産業的に可
能であるばかりでなく，多くの利点がある（古在，
2011)．他方，都市内で生産された生鮮食料を，市
民がその鮮度の高さ故に加熱や加工をせずに消袈
するようになれば，それを加熱・加工のために消投
するエネルギーと資源が節減できる．
8. 高速輸送による輸送時間短縮と資源消費
生鮮食料の鮮度・品質の維持に有効である輸送時
問の短縮には，一般に，船舶輸送や鉄道輸送よりは
トラック輸送が有効であり， I,000 kmを超えるよ
うな遠距離輸送の場合には，航空機輸送がさらに有
効である．また，帷送中の冷蔵が鮮度・品質の維持
に有効である．
他方，輸送時間の短縮には，賓源投入拭， CO2排
出最およびコストの増大が不可避である． 1トンの
生鮮食料品を Ikm輸送する際に排出される CO2批
は，鉄道を基準にすると，沿岸輸送船で 1.8倍，大
型輸送トラックで 8.I倍，小型輸送トラックで 37
倍，国内航空機では 68倍となる（表 2)．輸送中に
冷蔵する場合の CO2排出批は，大型トラックでは約
I.I倍増大し，船舶では約 I.2倍増大する（表2)(Roy 
et al 2008)．なお， CO2排出枇は石油資源の消費批
におよそ比例している．
なお， LCIAでは，本来，輸送中の CO2排出批に
加えて，輸送のための車輌と冷蔵庫の製造に消股さ
れる資源の投入量と CO2排出抵などを含めた，輸送
と冷蔵の全過程における資源消既最と CO2排出菌
を考慮しなければならない．それらを考應すれば，
都市内での生鮮食料生産の省資源・環境保全的な利
点はさらに増すことになる．以上の考察から，生鮮
食品の都市内生産による省資源・環境保全および輸
送関連コスト削減の有効性が期待される．
9.遠隔地による無暖房施設栽培と
都市における暖房施設栽培
Ohyama et al. (2008) は，野菜の輸送手段別の距
離あたりの CO2排出抵に生産地から消費地までの
距離を乗じて得た CO2排出散に遠隔地における露
地栽培および無暖房施設栽培に伴う CO2排出量を
加えた合計値を，都市またはその近郊において冬季
間は暖房する施設栽培に伴う CO2排出最と比較検
討した．そして，今後の省エネ栽培技術と高収菌達
成技術の実現により，輸送と生産の CO2排出猷の合
計は，都市近郊で暖房施設栽培した場合の CO2排出
批が遠隔地で露地栽培した場合の CO2排出批より
少なくなる可能性を指摘している．この点に閑する
より詳細かつ定批的な研究が今後求められる．
10.都市で生産することに省資源・環境保全的な
合理性がある植物は？
食料に供し得る有用植物は機能性植物とカロ
リー性植物に大別できる（図 10)．ただし，両者の
中間的性質を有する植物も数多い．また，植物は，
表2 輸送手段別の CO2排出係数および燃股
co2排出係数
(g-CO,/ton km) 
走行距離当たり
石油燃料消費飛（燃費）
L/km 
大型輸送トラック 走行
大型輸送トラック 冷蔵
小型輸送トラック 走行
軽トラック 走行
晋通乗用車走行
小型乗用車走行
鉄道車輌輸送
沿岸翰送船迎搬
輸送船冷蔵
173 
808 
1,951 
394 
3,443 
22 
39 
国内航空機輸送 1,490 
0. 2857 
0. 0250 
0. 1667 
0. 0210 
0. 0047 
co2排出係数は経産省作成資料 (2006）から作成．燃費は， Royら (2008)
から引用．
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大分類 中分類 具体例
" I 機能性植物 野菜，ハーブ・薬草
食料
I I カロリー性植物 1穀類イモ類
有用饂箪＿」→
バイオマス H 建材，工業製品材 1樹木，ケナフなど
飼料（エサ） トー 」 畜産水産きのこ I 牧イモ草類，穀，植類物豆残類流
緑化・景観 ~ 生活環境，生活の 街路樹，観賞植物，
質の向上 公園の草花・花木
図 10 有用植物の用途別分類と具体例
生鮮食料となる機能性植物および各種の苗は都市内で生産する利点が大きい．
食料のほかに，バイオマス（工業材料），家畜飼料，
緑化植物•最観植物などとしても利用される．
10. 1 機能性植物，緑化・景観植物および苗
機能性植物には野菜，ハープ，薬用植物，きのこ
類などが含まれ，ミネラル，ビタミン，繊維，薬効
成分などの機能性成分を多く有する．植物系の生鮮
食料として利用される機能性植物は，前述の理由で，
都市内での生産に省資源・環境保全的な合理性があ
る．なお，植物系の生鮮食料品のほとんどは機能性
植物由来である．他方，機能性植物由来であるが生
鮮食料品でないものも数多い．
都市内では緑化植物•最観植物・草花・花木の需
要が多いので，それらの苗を都市内で生産すること
は合理性があり，また種々の点で利点が大きいま
た，苗以外に，小型で比較的高価で傷みやすく，輸
送に資源とコストが必要な花き類（小型のラン，ミ
ニチュア・バラ，公園の花壇用植物など）は，都市
での儒要が多いので，生鮮食料と同様な理由で，都
市で生産する合理性がある．花き類は，一般に，生
鮮食料ではないが，鮮度を必要とする機能性植物で、
ある．
なお，小型の草食性魚介類は都市での生産に合理
性がある．これら魚介類の排泄物は植物の肥料の原
料に利用し得る．他方，肉食性魚類や大型魚類は，
I kgの生体軍を増やすのに必要なエサの必要量が
小型の草食魚介類に比較してかなり大であること
から，都市での生産の合理性に欠ける．
他方，乾燥や加熱した食料品を製造する原料とし
ての機能性植物は都市で生産する省資源・環境保全
的な合理性に欠ける（経済的合理性はあり得る）．
なぜなら，乾燥・加熱した食料品は，冷蔵／冷凍し
ないでも，長期貯蔵や鉄道や船舶を利用した長距離
輸送できるからである．
10. 2 カロリー性植物バイオマスおよび家畜飼料
カロリー性植物には，イネ，コムギ， トウモロコ
シ，イモ類，ダイズなどの豆類などが含まれ，高カ
ロリー性の炭水化物，タンパク，脂肪を多く含む．
カロリー性植物の生産には広大で肥沃な微生物に
富む土地が必要であり，また生産物を生鮮低料とす
ることはほぼないので，都市内での生産は合理的で
ない．鮮度を必要としないバイオマスの利用は都市
での生産には適さない（都市内でのバイオマスの再
利用とリサイクルは合理性がある）．また，家畜の
飼料としての穀類・豆類・イモ類などは家畜にとっ
てのカロリー植物であるので，都市で生産する合理
性がないただし，自然災害や自然災害，戦争など
が半年以上継続し，カロリー性植物を都市で生産す
る必要性が生じた場合，機能性植物を生産し得る場
所と人が都市内に確保されていることが重要要件
となる．この場合，きのこと小型淡水魚が機能性の
生鮮食料として重要な役割を演じる．
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表3 植物生産方式による土地而梢あたりの投入賓源飛の定性的比較
番号植物生産方式電気暖房燃料機械燃料肥料用水 土地 輸送・包装 異常気象等
生産性 安定性
l 露地 極小極小 大 大大小 小～大 小～中
2 無暖房施設小裾小 小 中中 中 小～大 中
3 暖房施設小悟大 小 中中大 小～大 中
4 人工光 極大極小 極小 小小極大 小～大 大
注 1)極小，小，中，大，極大は，資源毎の相対的比較であり，賓源間の大中小の相対的比較ではない．
注2)極小は大に比較して 1/00以下，極大は小に比較して 100倍以上を意味する．
注3)肥料に関しては，投入した施肥飛に対して植物が吸収した肥料址が大である場合に大であるとした．
注4)用水砒は，一定の収址を得るためにかん水飛が大の時に小とし，小の時に大とした．
注 5)輸送・包装に関する資源消翡址は輸送距離と輸送手段に依存するので，この表では比較できない．
注6)生産批あたりの作業時間，作業強度は資源消費の諏要な指標であるが，同じ生産方式でも多様性が大
なので，この表には含まれていない．
注7)異常気象等安定性は，台風菰変雨，干天，害虫異常発生などに関する収枇・品質の安定性を意味
する．
1.都市における植物生産方式の特徴とブランド化
11.1 植物生産の 3方式
植物性食料の生産方式は表3のように大別できる．
植物生産に必要な資源の種類とその土地面禎あた
りの投入資源景は生産方式により大きく異なり，一
般に，表3の番号が大であるほど大となる．ただし，
士地面梢あたりの生産飛は番号が大であるほど大
であるので，生産批あたりの各資源の投入批は表の
番号が大になるほど大となるとは言えない（小とな
る場合が十分ある）．
異常気象下における高収最・高品質の安定性は表
の下に行くほど大となる．都市での生鮮食料生産を
考えるときは，その生産に必要な資源量，生産物の
輸送・包装に必要な資源址および輸送中の鮮度・批
の損失の合計，さらには非常時における食料供給の
安定性を考慮すべきである なお，本稿では根拠
を述べないが，人工光型植物工場は，地方およぴ股
村でも有用である（古在 2011).
1. 2 Urban Fresh 
Wilmeth (2014) は，室内の人工光下で栽培され
た生鮮野菜に関する， UrbanFresh5)という新しい食
品標準を定めることを提唱している． UrbanFresh 
は次のように定義される． 1）栽培猿境としての水，
培地およぴ空気の質は，屋外の一般の畑のそれらの
上位5％に入る． 2)粛性金属および複合化合物など
s'Dennis wilmeth (2014)： htp:1/w匹．plugablefuturc.comlfanlurban
•fresh.shtm 
の不純物の濃度水準は，環境汚染されていない地方
の猿度水準（バックグラウンド濃度）以下である．
3)人工添加物，農薬および防腐剤は皆無である． 4)
迎伝子組み換え食品ではない． 5)全ての肥料成分
は， FDA（アメリカ食品医薬品局）で認可されたも
ので，食品にラベル表示されている． 5）種子はFDA
で認可された， OpenSource Seedsだけを用い，特
許化（品種登録）された種子は用いていない． 6)
栽培者自身により試験され罰子的に FDAに報告さ
れることに加えて，調査官が頻繁に現地調査に訪問
する． 7)包装または出荷の日時が記録され，その
日時は包装袋（バラ売りの場合は陳列棚）の目立つ
場所に表示されている． 8)室内栽培された（直近
の）都市名が包装の目立つ箇所に表示されている．
そして， Wilmethは，この食品標準を FDAが採用す
るのを待つのではなく，非営利活動団体が仮標準と
して表示を試行することを提唱している．
12. 都市農業の文化的意味
前節まででは，都市における生鮮食料生産の意義
を資源・エネルギー・環境汚染質の観点から考察し
てきた．本節では，都市農業の文化的側而を考察す
る．英単語cultureの日本語は，「文化」であり，ま
た「耕作」でもある． cultureは広義の農業に閑わる
多くの英単語の接尾語でもある（図 11)．都市では，
文化（すなわち，芸術，学箭およひ技術）と農作業
との直接的関係が不明確になりつつあるが，元来，
文化は自然との相瓦作用が強い農業に関わる，踊り，
謡，祈り，粛画，観天望気（気象親測），水利，栽
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Culture（文化）を含む複合語の例
Agriculture（展業）
Horticulture（園芸）
Hydro culture（水耕）
Arboriculture（育樹）
Floriculture（草花栽培）
Silviculture（造林）
Aquaculture（養殖）
Apiculture（養蜂）
Culture（耕作／培養）
業
遺
栽'’
??
??
図1 英単語cultureは，「文化」だけでなく，「農」にか
かわる多様な漢字で表現されている文化は耕作を
介して創られる．
培記録とその解析などから生まれてきたものであ
る（古在 2009)．その意味で，今後，都市の中で文
化を理解，伝承，再生，創造し続けるには，都市の
中での「農的な生活」を必要とする．以上の経緯か
ら，文化は風士の影榔を受け，地域性，持続性，閉
鎖性，個別性を有する．
文化は，文明 (civilization) と対比されることが
ある．古代ギリシャの都市や中批ドイツの城塞都市
の中では股業は営まれず，農業は都市の外で営まれ
た．このことから，都市の市民が発達させた文明は，
地域性（ローカル）のある農業への依存度が低く，
普遍性（グローバル），開放性，拡張性を特徴とす
る，いわゆる，西洋科学を発展させた．
今後の都市・農村における住民の生活の質を向上
させるには，文化と文明の程よいバランスあるいは
両者の統合が必要である．その意味で，都市住民が
日常の中で食料生産を見聞し，「農」を体験するこ
とは文化的生活を豊かにする．加えて，自然に，食
べ物と環境を大事にし，ゴミを節減し，生き物を育
てる喜びを感じやすくなる．また，農業や農村が身
近になり，理解と交流が増す．他方，インターネッ
ト技術などの文明の利器を高度に利用した省資
源・環境保全型文明をも都市・農村の両方が享受し
得る．今後は，都市と農村を対比的に捉えて，両者
の交流を促進するだけでなく，その間の連続的な変
化と多様な統合的文化の中で捉えることの重要性
が増して来ると考えられる．
13. 農耕文化都市
前節で述べた考え方を部分的に取り入れた街づ
くりが，千葉県柏市の柏の葉キャンパス駅周辺で進
行中である（図 12)．この地域は，つくばエクスプ
レス線で東京都内の秋葉原駅から電車で 30分の近
郊都市で，環境共生都市，新産業創造都市，健康長
寿都市を目指して，太陽光発電・給湯，風力発電，
温泉熱給・地中熱利用，地域エネルギー管理システ
ム，生ゴミバイオマス発電，非常時用蓄電•発電，
電気自動車，循環型建康サイクルシステムなどの技
術を高層住宅を含む街づくりに活かしている．この
地域周辺では，露地野菜，ハウス栽培，水田などの
農地が広がっている．
駅周辺には，市民農園，屋上農園，緑花スペース，
有機栽培レストランがあり，「農」を取り入れた文
化都市を形成しつつある．駅から徒歩5分の位置に
ある千葉大学柏の葉キャンパス内には，毎日 3,000
株のレタス等を生産する人工光型植物工場が稼動
し，そこから徒歩 20分の場所にはその 3倍規模の
ハープ等を生産する人工光型植物工場が稼働して
いる（図 13).
駅前のショッピングセンターとホテルには小型
の人工光型植物工場が設骰されている．2013年に超
小型の家庭用人工光植物工場（図 14)が5世帯の家
庭に 9ヶ月間，社会実験として禅入された． 5台の
小型植物工場はインターネットに接続され，互いに
画像を含めた情報交換が可能であり，新たなコミュ
ニティー・ツールとなることが示された（図 15)（古
在， 2013)．このシステムは，地域コミュニティー
形成に有効なだけでなく，生涯学習，学校教育，家
庭園芸などにも有効である．
?? ?
図 l2 柏の策キャンパス駅 (TX線）周辺に構築中の環境未来都市（「農」のある街，スマートシティー）
写其は 2011年の撮影．
図 13 千葉大学・柏の菓キャンパス内
の人工光型植物工場
リーフ・レタス類，全床面稜 406m汽栽培室
338 m汽栽培棚 10段， 9列．毎日約 3,000株
を生産（年間 100万株を生産），栽培室 1ha 
当たり， 8.8万株／日， 3,000万株／年，約 25
｛意円／年．
（株）みらい
14.おわりに
都市における生鮮食料生産の意義を，省資源・環
境保全，資源内部循環，都市排出物の植物生産への
有効利用，食料安全保障，都市農業の文化的意義な
どの側面から論じた．生鮮食料としては，植物，き
のこ類，魚介類があるが，本稿では，植物を中心に
論じた．本稿の識論で引用し得る数値データが少な
く，謡論が定性的・論理的にならざるを得なかった
が，今後の都市のありかたを考えるための識論の一
資料となれば幸いである．なお，農村，地方におけ
る農業については別の機会に述べたい．
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